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庄内川は、愛知県北西部の太平洋側に位置
し、その源を岐阜県恵那市の夕立山（標高
727m）に発し、岐阜県内では土岐川と呼ばれ、

瑞浪市で小里川、土岐市で妻木川、多治見市
で笠原川等の支川を合わせ、岐阜愛知県境
に位置する玉野渓谷を抜け、春日井市高蔵
寺で濃尾平野に出て、その後、矢田川等の支
川を合わせて名古屋市の北西部を流下し、伊
勢湾に注ぐ、幹線流路延長96km、流域面積
1,010 km2の一級河川 



流域の区域分け 
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インプットデータ 

アメダスデータ 

この収集豪雨では、多治
見でやや激しい雨はあっ
たものの、下流での名古
屋地域で多量の降雨と
なっているので、上流での
降雨の影響は少ない。 

庄内川の上流には、洪水
対策用として使える、小里
川ダムが設けられている。
しかしながら、降雨を貯水
できる範囲が狭く、ここに集
中豪雨があった場合には
果たして十分機能するかど
うかは疑問 



氾濫の可能性 

特定地点を決め
てここに流入して
くる雨水の流量Vi
を経時的に計算
する。 

特定地点での河川
の構造を分析。こ
れよりその地点で
の流出可能量Vo
を経時的に計算す
る。 

また、放流のでき
る堀川については、
流出量として考察
する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 



ダムの運用 洪水対策用 

ダムの運転状況 

貯水能力にはか
なりの余裕がある。 



河口附近では、十分な川幅が確
保されている。放水路も加味す

る？ 

氾濫の可能性 河口 （南陽町） 付近 



庄内川には、支流の矢田
がわから分岐して、名古
屋市内をながれ、伊勢湾
に注いでいる堀川がある。
これは、ある意味では放
水路として見なう事がで
きるので、河川の流出能
力として考慮した。 

放水路としての堀川の機能 

河川の構造的には、
台形で有るが、こ
れを長方形に換算
してある。（河川
の高さとして計

算） 



南陽町・新川橋付近での川の構造
を前提としている。 
個々では、川幅が十分あり、ダム
の運用をしないと仮定しても、十
分に流出能力があり、氾濫は抑制
されている模様。 

庄内川 河口附近出の流量の経時変化 

ここでは放水路は省
略した。（効果がほ
とんどないため） 



この付近は川幅があまりなく、氾濫
の危険性が高い？ 

氾濫の可能性 枇杷島付近附近 



枇杷島附近での氾濫の可能性 

枇杷島附近では、
かなりの水位と
なっているが、氾
濫の可能性は抑え
られている。ダム
の機能に注目 

ここのあたりでは氾濫の可能性は抑えられている。 



庄内川は、名古屋市内の中心部を流れており、ここでの氾濫は多大な被害
を及ぼすものと考えられ、氾濫を如何に防ぐかは非常に重要な問題である。 

下流域での川幅は十分に広くなっているので、問題はないが、やや上流では、
川幅がかなり狭くなっているため、氾濫の危険性が高いが、しかしながら、今
回の集中豪雨では、まだ、堤防の高さに余裕があると思われる。 

 上流にある小里川ダムは、降雨を受け入れる流域が必ずしも広いとは言え
ず、貯水容量も大きいとは言えないが、まだ、余裕がある様であった。 

 集中豪雨の有り方によっては、かなりの量を貯水しなければならなくなり、
ダムの運用については、十分な考察が必要になる。 
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